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地
域
で
取
り
組
む

防
災
活
動

決算特集



に
は
、町
税
収
入
な
ど
町
が
自
ら
の
力

で
収
入
で
き
る
お
金（
自
主
財
源
）と
、

国
や
府
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
お
金（
依
存
財
源
）が
あ
り
ま
す
。グ
ラ
フ
の
と
お
り
、

自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の
二
六
・
五
％
で
、残
り
の
七

三
・
五
％
は
国
・
府
支
出
金（
負
担
・
補
助
・
委
託
金
）や

町
債（
借
入
金
）、地
方
交
付
税
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
、収
入
額
が
十
七
億

六
、七
七
九
万
円
で
、滞
納
繰
越
分
を
含
む
年
度
内
に
収

入
で
き
な
か
っ
た
額
が
三
億
八
九
六
万
円
、不
納
欠
損

額
が
六
六
一
万
円
。税
収
の
確
保
を
目
指
し
て
、町
税
等

徴
収
率
向
上
対
策
委
員
会
で
の
取
り
組
み
や
夜
間
徴
収

窓
口
の
開
設
、差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
後
は
、税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、滞
納
へ
の
厳
正
な
対
応
を
目
指
し
て
、京
都
府

と
府
内
市
町
村
が
共
同
で
徴
収
業
務
を
行
う「
京
都
地

監査委員の決算審査を経て、9月の議会定例会で平成20年度一般会計
と特別会計の決算が認定されました。歳出決算額は、一般会計が99億
2,627万円（1万円未満四捨五入、以下同じ）、特別会計が76億8,789万円
（財産区会計除く、以下同じ）になりました。

方
税
機
構
」を
設
置
し
、平
成
二
十
二
年
一
月
か
ら
滞
納

税
金
の
徴
収
業
務
を
行
い
ま
す
。

一
方
、依
存
財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、新
た
に
創
設
さ
れ
た
地
方
再
生
対
策
費
な

ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
二
億
六
、六
七
八
万
円
の
増
。

国
・
府
支
出
金
も
二
億
八
、一
九
三
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
が
、交
付
金
関
係
は
道
路
特
定
財
源
暫
定
税
率

の
一
月
間
廃
止
の
影
響
な
ど
を
受
け
て
五
、〇
二
〇
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
動
向
も
不
透
明
で
あ
り
、国
や
府
へ
の
依
存
率
が

高
い
本
町
に
と
っ
て
、歳
入
の
確
保
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、前
年
度
に
引
き
続
き
実
質
公
債
費
比
率
の
抑

制
に
向
け
て
、公
債
費
の
繰
上
償
還
と
新
規
発
行
債
の

抑
制
に
努
め
、事
業
計
画
に
沿
っ
た
最
小
限
の
事
業
債

発
行
を
行
っ
た
結
果
、
借
入
金
は
昨
年
度
に
比
べ

一
、八
三
〇
万
円
減
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

歳入
［　　］101億
6,157万円

町税 17.4%
［17億6,779万円］

使用料・手数料
2.1％
［2億1,212万円］

その他 7.0％
［7億1,439万円］

地方交付税 48.1％
［48億8,847万円］

国庫・
府支出金
11.3％
［11億5,324万円］

町債 9.3％
［9億4,070万円］

自主財源
依存財源

＊分担金・負担金、
　財産収入、寄附金、
　繰入金、繰越金、
　諸収入

＊国庫支出金、
　府支出金

＊地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲
渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税
交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通
安全対策特別交付金

歳出
［　　］99億
2,627万円

総務費 14.3％
［14億1,893万円］

民生費 18.1％
［17億9,542万円］

衛生費 11.5％
［11億3,754万円］

議会費 0.9％
［8,898万円］

農林水産業費 11.6％
［11億5,254万円］

その他 0.9％
［9,120万円］

公債費 22.8％
［22億6,442万円］

教育費 6.9％
［6億8,273万円］

消防費 3.9％
［3億8,798万円］

土木費 9.1％
［9億653万円］

＊労働費、商工費、
　災害復旧費、
　諸支出金

平
成
二
十
年
度

決
算

総
額
は
、九
十
九
億
二
、六
二
七
万
円
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
き
、さ
ら
に

平
成
二
十
一
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
費
一
億
七
、二
三

七
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、六
、二
九
三
万

円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る

経
常
収
支
比
率
は
八
九
・
七
％
で
、前
年
度
に
比
べ

二
・
九
ポ
イ
ン
ト
減
少
。地
方
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

指
標
は
、実
質
公
債
費
比
率
が
二
〇
・
三
％
、将
来
負
担

比
率
が
二
〇
六
・
〇
％
で
、い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

そ
の
ほ
か
、町
債
残
高
は
一
五
五
億
一
三
六
万
円
で
、

前
年
度
末
残
高
か
ら
十
億
六
、五
五
二
万
円
の
減
。基
金

（
貯
金
）残
高
は
二
十
五
億
五
、二
七
四
万
円
で
、前
年

度
末
残
高
か
ら
一
億
四
、五
九
一
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。本

町
で
は
、財
政
健
全
化
に
向
け
た
町
債
の
繰
上
償

還
と
新
規
発
行
債
の
抑
制
、定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

く
職
員
数
の
削
減
、特
別
職
給
与
・
管
理
職
手
当
カ
ッ
ト

な
ど
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革
に
よ
る
義

務
的
経
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、緩
や
か
で
は
あ

り
ま
す
が
着
実
に
効
果
が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。

一
方
で
、平
成
二
十
七
年
度
の
合
併
特
例
期
間
が
終

了
す
る
ま
で
残
す
と
こ
ろ
六
年
。特
例
期
間
中
は
、地
方

交
付
税
の
特
例
措
置
や
補
助
金
な
ど
で
国
か
ら
手
厚
く

援
助
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
後
、五
年
間
の
経
過
措
置

期
間
内
に
地
方
交
付
税
の
特
例
措
置
は
段
階
的
に
縮
小

さ
れ
、平
成
三
十
三
年
度
以
降
は
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、特
例
期
間
終
了
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
強

固
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
な
が
ら
、町
総
合
計

画
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
行
政
改
革

大
綱
に
基
づ
い
た
経
常
的
な
経
費
の
節
減
は
も
と
よ

り
、受
益
と
負
担
の
公
平
性
が
確
保
で
き
る
適
正
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
歳
出
の
主
な
も
の
は
、保

育
所
建
設
に
関
す
る
先
行
取
得
用
地
活
用
対
策
基
金

の
積
立
金（
八
、九
三
〇
万
円
）、旧
和
知
第
二
小
学
校

旧
館
部
分
の
解
体
工
事（
六
七
九
万
円
）、生
活
習
慣
病

に
着
目
し
た
特
定
保
健
指
導
・
特
定
健
康
診
査
事
業

（
一
、〇
四
四
万
円
）、す
こ
や
か
祝
金（
七
三
〇
万
円
）、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
拡
張
整
備
事
業（
一
億
四
、〇
八
三
万

円
）、消
防
団
統
一
の
活
動
服
な
ど
購
入
費（
二
、四
七
四

万
円
）、住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
補
助（
二
、九
二
四

万
円
）、下
山
小
学
校
耐
震
改
修
工
事（
三
、六
七
三
万

円
）な
ど
を
支
出
し
ま
し
た
。

＊
こ
の
ほ
か
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
支
出
し
ま
し
た
。

歳
出

歳入
一般会計

歳出
一般会計

［目的別］

交付金など 4.8％
［4億8,486万円］

特集

用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
。人
件
費
や
公

債
費
な
ど
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対
し
て
、町
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
で
き
る
一
般
財
源
が
ど
の
程

度
使
わ
れ
た
か
を
表
す
比
率
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】公
債
費（
借
入
金
）に
よ
る
財
政
負
担
の
程
度

を
示
す
も
の
で
、従
来
の
起
債
制
限
比
率
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
公
営
企
業
の
公
債
費
へ
の
一
般
会
計
繰
出
金
な
ど
の
公
債
費
類
似

経
費
を
算
入
す
る
も
の
。十
八
％
を
超
え
る
と
許
可
団
体
、二
十
五

％
を
超
え
る
と
起
債
制
限
団
体
と
な
る
。

新型インフルエンザに備えて

京都府総合防災訓練

京丹波町職員の給与の状況を
公表します

平成２１年１１月１５日（日）は
京丹波町長・京丹波町議会議員
一般選挙の投票日です

Dr’s Message いきいき健康術

２年連続で国際大会に出場
―奥戸知香さんがパワーリフティング国際大会
　への日本代表選出を報告

災害時に備えて地域内ネットワークの構築を
―きらりセミナー☆Ⅱ

北部振興会の地域住民がグラウンド整備に汗
―北部ナイターであそぼ会

建設機械や工法について学ぶ機会を
―桧山小４年生が京都縦貫自動車道の工事現場を見学

天神池の生き物を救うために
―生きものレスキュー隊

カヌーの魅力を味わって
―カヌーフェスティバル

［まちの元気人23］片
か た や ま た け ひ ろ

山健大さん

2

No.48

9月5日、防災月間（9月）の期間中に行われた「京都府
総合防災訓練」。大規模災害に備えて、丹波自然運動
公園を中心に、町内各地区でさまざまな取り組みが展
開されました。（関連記事を10～13ページに掲載）

今月の表紙
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99億円
議会運営に関する経費 …………………………………8,898万円
（議員報酬や職員給与など含む）

公共料金等審議会の経費 ……………………………………16万円

一般管理に関する経費 ………………………………4億6,331万円
（職員給与や区長会の運営補助、土地開発公社など
各機関への負担金など）

広報京丹波（お知らせ版含む）の発行 ……………………373万円

例規集サポートシステム委託料 ……………………………437万円

その他文書広報に関する経費 ………………………………82万円

財政管理・会計管理に関する経費 …………………………116万円

旧和知第二小学校（旧館部分）解体工事 …………………679万円

財産管理に関する経費 ………………………………3億4,744万円
（町有財産管理、基金積立金など）

山陰本線複線化事業補助金 ……………………………7,517万円

京都中部地区広域市町村圏協議会など
各機関への負担金 ……………………………………………32万円

その他総合企画に関する経費 ………………………………287万円

支所の管理に関する経費（職員給与など含む） ……1億9,522万円

公平委員会に関する経費 ………………………………………1万円

グリーンランドみずほ管理運営委託料 …………………2,500万円

和知駅構内使用料 ……………………………………………72万円

街灯設置補助金・防犯協会負担金など ……………………223万円

交通対策費 ……………………………………………………167万円
（交通指導員運営経費、交通安全協会運営補助など）

町営バス運行事業会計への繰出金 ……………………4,672万円

自治振興補助金 ………………………………………………578万円

その他地域振興に関する経費 ………………………………27万円

行政情報システムの管理など ……………………………4,696万円

情報化推進に関する経費 …………………………………2,453万円
（地域イントラネット・インターネット運営など）

国際交流協会への補助 ……………………………………300万円

生涯学習推進に関する経費（人権政策の推進など） ……205万円

定額給付金システム改修経費など …………………………95万円

税務に関する経費（職員給与など含む） ……………1億1,331万円

戸籍住民基本台帳管理に関する経費 …………………4,195万円
（職員給与など含む）

選挙に関する経費（農業委員選） ……………………………63万円

各種統計調査に関する経費 …………………………………128万円

監査委員に関する経費 ………………………………………51万円

社会福祉総務費 ………………………………………2億6,234万円
（職員給与や在宅介護支援センター運営、
民生児童委員の活動補助など）

国民健康保険特別会計への繰出金（事業勘定分） ……7,836万円

和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託など ……124万円

共同作業所運営委託 ………………………………………1,422万円

重度心身障害者通院通所支援事業委託 …………………797万円

障害者共同作業所入所訓練事業 …………………………184万円

重度心身障害老人健康管理事業給付費 ………………3,145万円

心身障害者医療給付費 ……………………………………4,666万円

自立支援医療給付扶助費 …………………………………905万円

障害者自立支援給付費 ………………………………1億8,169万円

その他障害福祉に関する経費 ……………………………4,578万円
（日常生活用具の給付など）

外出支援・食の自立支援事業委託 ………………………2,166万円

生きがい活動支援事業委託 ………………………………791万円

シルバー人材センター運営補助 ……………………………630万円

老人クラブ連合会活動補助 …………………………………433万円

後期高齢者医療に関する負担金 ……………………1億6,674万円

老人医療給付費 ……………………………………………3,000万円

老人ホーム措置費 ……………………………………………940万円

老人保健特別会計への繰出金 …………………………2,121万円

介護保険特別会計への繰出金 …………………………2億935万円

後期高齢者医療に関する繰出金 …………………………5,039万円

その他老人福祉に関する経費（長寿者報償など） ………644万円

国民年金事務に関する経費 …………………………………63万円

すこやか祝金 …………………………………………………730万円

次世代育成支援行動計画など委託 …………………………79万円

京都子育て医療・すこやか子育て医療給付費 …………3,891万円

児童手当給付費 …………………………………………1億397万円

その他児童福祉に関する経費 ……………………………1,223万円
（チャイルドシート購入助成など）

母子父子福祉に関する経費（母子医療給付費など） ……997万円

保育所の運営管理（職員給与など含む） ……………3億1,800万円

保育所建設に関する先行取得用地活用対策
基金積立金 …………………………………………………8,930万円

　　　　

保健衛生総務費（職員給与など） …………………………9,570万円

検査検診委託 ………………………………………………4,144万円

予防接種業務委託 …………………………………………1,847万円

食生活改善推進事業委託 ……………………………………65万円

特定保健指導・特定健診委託 ……………………………1,044万円

生活機能評価委託 ……………………………………………429万円

不妊治療給付事業補助 ………………………………………20万円

その他保健・予防に関する経費（医師報酬など） …………743万円

合併浄化槽設置補助 …………………………………………531万円

下水道事業特別会計への繰出金 ………………………4,090万円
（浄化槽市町村整備推進）

その他環境衛生に関する経費 ………………………………282万円
（狂犬病予防注射や水質検査委託など）

南丹病院負担金 ……………………………………………1,758万円

瑞穂病院会計運営補助（出資金・利子含む） ………1億9,852万円

国民健康保険特別会計への繰出金（直診勘定分） ……8,800万円

その他診療所に関する経費（事務経費など） ………………85万円

保健センターの管理 ………………………………………1,369万円

船井郡衛生管理組合分担金 …………………………2億6,699万円

ごみ処理手数料 ……………………………………………3,728万円

生ごみたい肥化容器購入助成 ………………………………93万円

資源ごみ集団収集助成 ………………………………………40万円

その他ごみ処理対策に関する経費 ………………………173万円

水道事業特別会計への繰出金 ………………………2億8,391万円

内職友の会運営補助 88万円

農業委員会の運営 ……………………………………………746万円

農業総務費（職員給与など） ………………………………7,436万円

マスターズハウス管理運営委託 …………………………1,040万円

丹波食彩の工房管理運営委託 …………………………1,450万円

瑞穂町農業公社・丹波ふるさと振興公社運営補助 ……1,650万円

農業機械導入補助 ……………………………………………810万円

中山間地域等直接支払事業補助 ……………………1億1,358万円

京の米産地づくり事業補助 ……………………………………21万円

農地・水・環境保全向上対策補助 …………………………978万円

京野菜こだわり産地支援事業補助 …………………………513万円

水田農業構造改革対策助成事業 ………………………1,834万円
（特産物作付け奨励、集落営農推進、水稲病害虫防除）

有害鳥獣防除施設設置事業補助（金網、電気柵など） …1,016万円

ふるさと共援活動支援事業補助 ……………………………100万円

その他農業振興に関する経費 ……………………………2,416万円
（農業施設整備補助など）

環境保全型農業支援事業 …………………………………312万円
（土づくり推進、牛ふんたい肥散布など）

農業機械導入補助 ……………………………………………930万円

その他畜産業に関する経費（農林漁業事業補助など） …396万円

農道安栖里坂原線道路改良工事 …………………………557万円

揚水機整備補修工事（長瀬） ………………………………689万円

井堰整備補修工事（鎌谷下） ………………………………975万円

南丹地区農用地総合整備事業負担金 …………………7,644万円

下水道事業特別会計への繰出金（農業集落排水） …2億333万円

その他農地保全などに関する経費 ………………………6,006万円
（土地改良区運営補助など）

山村開発センターの管理 ……………………………………618万円

農村情報施設管理費（職員給与など含む） …………1億688万円

ケーブルテレビ拡張整備工事に関する経費 ………1億4,083万円

林業総務費（職員給与や林業振興会負担金など） ……1,902万円

松くい虫防除委託 ………………………………………………94万円

公有林整備 …………………………………………………1,943万円

緑の公共事業補助（間伐23haなど） ………………………637万円

森林整備地域活動支援事業補助 ………………………1,526万円

林道峰線開設（和知地区才原・広瀬） ……………………8,947万円

林道の維持管理 ………………………………………………71万円

有害鳥獣捕獲事業 …………………………………………2,249万円

その他林業振興に関する経費 ……………………………2,691万円
（緑の担い手育成事業など）

わち林業センターの運営管理 ………………………………379万円

内水面漁業振興対策事業補助 ……………………………217万円
（和知・由良川漁協への補助）

総務費
 14億1,893万円

民生費
 17億,9542万円

農林水産業費
 11億5,254万円

衛生費
 11億3,754万円

議会費
 8,898万円

松原町長に平成20年度決算の審査意見書を提出する人見監査委員
（役場町長室・蒲生）

労働費
 88万円

こう使った一般会計
［主なもの］
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国
民
健
康
保
険
事
業

　

事
業
勘
定
分
の
歳
入
は
十
八
億
一
七

〇
万
円
で
、そ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険

税
収
入
が
三
億
四
、九
三
二
万
円（
一

九
・
四
％
）。歳
出
は
十
七
億
九
、七
四
三

万
円
で
、主
な
も
の
は
保
険
給
付
費
十
一

億
五
、六
六
五
万
円
、後
期
高
齢
者
支
援

金
二
億
一
、一
八
一
万
円
、人
間
ド
ッ
ク
助

成
や
特
定
健
康
診
査
な
ど
の
保
健
事
業

に
三
、〇
二
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

質
美
診
療
所
は
歳
入
歳
出
共
に
三
、

四
九
九
万
円
で
し
た
。

　

和
知
診
療
所
の
歳
入
は
三
億
四
、七

〇
五
万
円
で
、そ
の
う
ち
診
療
収
入
が

二
億
四
、二
三
二
万
円
、一
般
会
計
な
ど

か
ら
の
繰
入
金
は
九
、〇
四
七
万
円
。歳

出
は
三
億
四
、五
九
八
万
円
で
、公
債
費

を
除
い
た
支
出
は
三
億
四
、五
三
九
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

和
知
歯
科
診
療
所
の
歳
入
は
六
、九

〇
一
万
円
で
、歳
出
は
六
、八
三
二
万
円

で
し
た
。

商工総務費（職員給与など） ………………………………1,302万円

商工会小規模事業経営支援事業補助 …………………2,373万円

中小企業信用保証料補助 …………………………………251万円

商業活性化事業補助 …………………………………………110万円

その他の商工振興に関する経費 …………………………294万円
（消費生活グループ活動補助など）

道の駅「和」・山野草の森・アグリパークわちなどの

管理委託 ……………………………………………………3,345万円

質志鐘乳洞公園管理委託 …………………………………866万円

その他観光振興に関する経費 ………………………………340万円

（京都府観光連盟など各機関への負担金など）

土木総務費 …………………………………………………8,025万円
（職員給与や各建設促進同盟会への負担金など）

道路台帳整備委託 ……………………………………………97万円

道路の維持管理に関する経費 ……………………………2,796万円
（道路修繕、交通安全施設整備、除雪作業など）

道路改良工事 ………………………………………………3億58万円

その他道路改良に関する経費 …………………………1億700万円
（職員給与や測量設計監理など）

河川総務費（河川維持管理業務委託など） ………………590万円

河川改良工事（大倉谷川河川改良） ……………………1,999万円

農業基盤整備事業関連河川改修負担金 …………………425万円

ダム関連対策に関する経費 ………………………………3,536万円

都市計画に関する経費（審議会報酬など） …………………16万円

都市公園整備（須知）に関する経費 ……………………4,963万円

下水道事業特別会計への繰出金（公共下水道） …2億4,139万円

町営住宅管理に関する経費 ………………………………3,309万円
（職員給与や設備保守点検管理など）

京都中部広域消防組合負担金 ………………………2億2,896万円

消防団員活動服などの購入費 ……………………………2,474万円

消防団の運営、消防施設の維持管理に関する経費 ……9,216万円

住宅用火災警報器購入事業補助 ………………………2,924万円

その他消防施設などの改修に関する経費 …………………76万円

防災備蓄備品 …………………………………………………100万円
（災害時などに備えた緊急備蓄物資の購入）

防災ハザードマップ作成 ……………………………………629万円

その他防災・災害対策に関する経費 ………………………482万円
（防災無線電波負担金など）

教育総務費（職員給与や教育委員報酬など） ………1億4,953万円

育英資金給付事業特別会計への繰出金 ……………………87万円

下山小学校耐震改修工事 …………………………………3,673万円

その他小学校の管理に関する経費 …………………1億1,714万円
（職員給与など含む）

小学校の教育振興に関する経費 …………………………3,765万円
（教材、通学バス補助金など）

和知中学校設備改修工事 …………………………………292万円

その他中学校の管理に関する経費 ………………………5,205万円
（職員給与など含む）

中学校の教育振興に関する経費 …………………………5,277万円
（外国語指導助手報酬、教材、通学バス補助金など）

幼稚園の管理運営に関する経費 …………………………5,967万円
（職員給与など含む）

婦人会活動推進補助 …………………………………………120万円

町文化協会活動推進補助 ……………………………………20万円

伝統芸能等保存活動補助 ……………………………………23万円

青少年育成協会への補助 ……………………………………50万円

子ども会育成補助 ……………………………………………132万円

人権啓発推進協議会への補助 ……………………………100万円

その他社会教育総務費（社会教育委員報酬など） ………598万円

公民館活動に関する経費 …………………………………3,205万円

文化財保護に関する経費 ……………………………………139万円

体育協会への補助 ……………………………………………400万円

その他社会体育に関する経費 ………………………………282万円
（体育指導委員報酬など）

体育施設の維持管理に関する経費 ………………………1,353万円

学校給食費（職員給与など含む） ………………………1億918万円

※1万円未満を四捨五入しているため、合計金額が合わない場合があります。

土木費
 9億653万円

教育費
 6億8,273万円

 

老
人
保
健

　

歳
入
は
二
億
四
、三
六
三
万
円
で
、歳
出
は

二
億
四
、三
一
二
万
円
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、

全
体
の
八
九
・
一
％
を
占
め
る
医
療
諸
費
の
二

億
一
、六
七
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
は
一
億
六
、八
〇
二
万
円
で
、そ
の
う
ち

保
険
料
収
入
が
一
億
一
、七
二
四
万
円（
六
九
・

八
％
）。歳
出
は
一
億
六
、五
七
三
万
円
で
、そ
の

う
ち
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付

金
が
一
億
六
、四
三
八
万
円
と
な
り
、全
体
の
九

九
・
二
％
を
占
め
ま
し
た
。

 

介
護
保
険
事
業

　

事
業
勘
定
の
歳
入
は
十
六
億
二
、三
四
四
万

円
で
、そ
の
う
ち
保
険
料
収
入
が
二
億
七
、二
一

二
万
円（
一
六
・
八
％
）。歳
出
は
十
五
億
六
、七

七
五
万
円
で
、そ
の
う
ち
保
険
給
付
費
は
十
四

億
七
、三
〇
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の
歳
入
は
七
三
四
万

円
で
、歳
出
は
七
〇
一
万
円
。歳
出
の
主
な
も
の

は
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
委
託
の
五

〇
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

水
道
事
業

　

歳
入
は
十
三
億
八
、八
一
七
万
円
で
、そ
の
う

ち
水
道
使
用
料
は
四
億
六
、九
五
二
万
円（
三

三
・
八
％
）。歳
出
は
十
三
億
八
、三
五
三
万
円

で
、そ
の
う
ち
丹
波
・
瑞
穂
地
区
統
合
簡
易
水

道
整
備
事
業
に
二
億
一
、三
四
九
万
円
、和
知
地

区
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
に
一
億
七
、二
五

〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

下
水
道
事
業

　

歳
入
は
十
一
億
五
、五
三
四
万
円
で
、歳
出
は

十
一
億
五
、四
九
九
万
円
。歳
出
の
主
な
も
の

は
、農
業
集
落
排
水
費
に
八
、九
五
五
万
円
、公

共
下
水
道
費
に
二
億
二
、九
二
一
万
円
、集
合
処

理
区
域
以
外
の
区
域
に
町
が
浄
化
槽
を
設
置
す

る
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
施
設
費
に
八
、五

四
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

土
地
取
得

　

歳
入
歳
出
共
に
五
七
万
円
で
、財
産
運
用
収

入
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ま
し
た
。

 

育
英
資
金
給
付
事
業

　

歳
入
は
一
八
九
万
円
で
、歳
出
は
一
八
八
万

円
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、大
学
生
八
人
に
一
二

六
万
円
、高
校
生
五
人
に
四
八
万
円
の
奨
学
金

を
支
出
し
ま
し
た
。

 

町
営
バ
ス
運
行
事
業

　

歳
入
は
一
億
一
、五
一
九
万
円
で
、そ
の
う
ち

運
賃
収
入
な
ど
の
事
業
収
入
は
三
、四
〇
八
万

円（
二
九
・
六
％
）。歳
出
は
一
億
一
、四
八
四
万

円
で
、主
な
も
の
は
、中
型
バ
ス
二
台
購
入（
六

十
一
人
乗
り
、ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
）に
三
、三
六

九
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

 
瑞
穂
病
院

　

収
益
的
収
支（
消
費
税
抜
き
）に
つ
い
て
は
、

収
入
額
が
七
億
五
、二
九
四
万
円
、支
出
額
が

八
億
一
七
五
万
円
で
、収
支
差
引
四
、八
八
一
万

円
の
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
の
う
ち
、医
業
収
益
は
六
億
三
三
〇
万

円
。一
般
か
ら
療
養
へ
の
病
床
変
更
や
第
二
・
四

土
曜
日
の
外
来
診
療
開
始
な
ど
を
行
い
ま
し
た

が
、不
況
や
医
療
制
度
改
革
な
ど
の
影
響
で
前

年
度
と
比
べ
て
二
三
四
万
円
の
減
収
と
な
り
ま

し
た
。一
方
、支
出
の
う
ち
、医
業
費
用
は
七
億

五
、〇
六
三
万
円
で
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
の
入
院
患
者
数
は
延
べ
一
万

二
、四
七
九
人（
前
年
度
比
六
・
七
ポ
イ
ン
ト
の

減
）、外
来
患
者
は
延
べ
三
万
二
、二
三
七
人（
前

年
度
比
四
・一
ポ
イ
ン
ト
の
減
）で
し
た
。

　　　　　　　会計名 本年度  　　
■会計別歳出決算額

消防費
 3億8,798万円

99億円こう使った一般会計
［主なもの］

商工費
 8,882万円

平成20年度決算について審議する議会の決算特別委員会（役場議場・蒲生）

一般会計 99億2,627万円
特別会計・企業会計 76億8,789万円
国民健康保険事業（事業勘定） 17億9,743万円
国民健康保険事業（質美診療所） 3,499万円
国民健康保険事業（和知診療所） 3億4,598万円
国民健康保険事業（和知歯科診療所） 6,832万円
老人保健 2億4,312万円
後期高齢者医療 1億6,573万円
介護保険事業（事業勘定） 15億6,775万円
介護保険事業（サービス勘定） 701万円
水道事業 13億8,353万円
下水道事業 11億5,499万円
土地取得 57万円
育英資金給付事業 188万円
町営バス運行事業 1億1,484万円
瑞穂病院 8億   175万円

特
別
会
計

決
算
の
概
要
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地
方
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
健
全
化
判
断

比
率
」に
よ
る
四
つ
の
財
政
指
標
と
、「
資
金
不

足
比
率
」に
よ
り
、地
方
公
共
団
体
の
財
政
状

況
を
判
断
し
ま
す
。二
十
年
度
決
算
に
基
づ
く

各
比
率
は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
各
指
標
に
算

定
さ
れ
る
会
計
は「
表
１
」参
照
）

 

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模

に
占
め
る
割
合
。本
町
は
収
支
赤
字
が
な
い
の

で
該
当
な
し
。

 

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計（
財
産
区
会
計
除
く
）の
赤
字
額
が

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は
収
支

赤
字
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

 

実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
公
債
費
が
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。算
定
結
果
は
昨
年

度
と
同
様
の
二
〇
・
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

 

将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的

な
債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。算

定
結
果
は
二
〇
六
・
○
％
で
、昨
年
度
よ
り

八
・
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

 

資
金
不
足
比
率

　

資
金
不
足
額
が
公
営
企
業
の
行
う
事
業
規

模
に
占
め
る
割
合
。本
町
で
は
、瑞
穂
病
院
、水

道
・
下
水
道
事
業
の
三
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
が
、各
会
計
で
資
金
不
足
額
が
な
い
の
で
該

当
な
し
。

二
十
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率

な
ど
の
状
況

【標準財政規模】町が一年間に自由に使える財源（お金）の標準的な規模。本町は20年度決算で69億3万2,000円となります。
【早期健全化基準】基準値を一つでも超えると、自主的な改善努力を行うための早期健全化計画策定や外部監査が義務付けられます。
【財政再生基準】基準値を一つでも超えると、国などが関与して再生が行われるため、町独自施策の展開ができなくなるとともに、財政再生計画策定や外部監査が義務
付けられます。

普通会計
・一般会計
・公営事業会計以外の特別会計
　（土地取得、育英資金、町営バス）

一部事務組合
・船井郡衛生管理組合　など

土地開発公社、第3セクター

公営企業会計
・水道事業特別会計
・下水道事業特別会計
・瑞穂病院事業特別会計

公営事業会計
・国民健康保険事業特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・老人保健特別会計
・介護保険事業特別会計

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

■4つの財政指標などの対象となる会計の範囲（表1）■京丹波町の比率算定結果
①健全化判断比率

②資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

病院事業 水道事業 下水道事業

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

算 定 結 果

早期健全化基準

財政再生基準

算 定 結 果

経営健全化基準

－

14.08

20.00

－ －

20.00

－

－

19.08

40.00

20.3

25.0

35.0

206.0

350.0

用語解説
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新型
インフルエンザ
に備えて

　全国的に感染が拡大して
いる「新型インフルエンザ」。
このコーナーでは、新型イン
フルエンザへの対策など、い
ざというときに備えた情報を
お伝えします。

第3回 

最新の情報は
ホームページで

■厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp
■京都府　http://www.pref.kyoto.jp/shinflu/　  

保健福祉課
☎86－1800

新型インフルエンザと診断されたら

消毒について

①自宅療養中は、外出を控えましょう。
熱が下がってもウイルスの感染力は残っており、他の人に感染させる可能性があるため、一定の期間は外出

を控える必要があります。外出を控えていただく期間は、発熱やせき、のどの痛みなど症状の始まった日の翌日
から７日目まで、または熱が下がってから２日目までです。なお、同居者もできるだけ外出を控えてください。
感染を広げないためにご協力をお願いします。

②自宅療養中に重症化の兆候があれば、早めに医療機関へ
　電話相談し、受診してください。
③自宅療養中は、次のことに注意してください。
・処方された薬は指示どおりに最後まで飲みましょう。
・水分補給と十分な睡眠を心がけましょう。
・マスクを着用し、こまめな手洗いやうがい、定期的な換気をしましょう。
・毎日2回(朝・夕）体温を測り、症状を記録しましょう。同居者も同様に健康観察をしてください。
・食事は他の家族と時間を変えるか、別室でとりましょう。普段過ごす部屋も分けて、タオルなどの
　共用も避けましょう。
・ドアノブやスイッチ、階段の手すりなど、人の手が触れるところは消毒し、トイレ、洗面所、浴室なども使用後は消毒しましょう。
なお、患者の使用した食器や衣類などは、通常の洗浄・洗濯で消毒できます。

④妊婦や乳幼児、持病のある方は、重症
になることがありますので、必ず主治
医に相談し、指示を受けましょう。ま
た、持病の薬の受け取りは、なるべく
家族に頼みましょう。

南丹保健所

■注意してほしい持病のある方　
　慢性呼吸器疾患(ぜんそくなど）、慢性心疾患、糖尿病、
　人工透析中、免疫機能不全(ステロイド内服中）のある方。
■その他
　妊婦、乳幼児、高齢者。

重症化するリスクの高い方

新型インフルエンザ相談窓口［平日　8:30～17:15］
☎0771－62－2979 問い合わせ先

＊重症化の兆候とは
　3日以上の発熱、顔色不良、呼吸困難、
　胸の痛み、意識障害、脱水、けいれん など

ドアノブなどは、基本的に消毒液を含ませたペーパータオルなどでふき取るのが効果的です。また、手指消毒には消毒用エタ
ノールが効果的です。

< 注 意 >
①原液濃度を確認してから薄める。
②消毒する際は手袋をし、消毒後に
手洗いをする。

③塩素の効果は消失しやすいので
注意する。

④金属腐食性があるので注意する。

消毒液の作り方

次亜塩素酸ナト
リウムと､500ml
ペットボトルを
用意する。

原液濃度5％の場合
（ハイター、ブリーチなど）

原液濃度1％の場合
（ミルトンなど）

原液10mlをペットボトルに入れ、
水を一杯まで入れる。

原液50mlをペットボトルに入れ、
水を一杯まで入れる。

0.1%の次亜塩素酸ナトリウム希釈液



 

八
十
一
機
関
が
参
加
し
た

 「
機
関
連
携
訓
練
」

　

丹
波
自
然
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た「
機
関
連

携
訓
練
」で
は
、消
防
署
や
消
防
団
、警
察
、自
衛

隊
、海
上
保
安
本
部
、医
療
機
関
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
な
ど
の
八
十
一
機
関
が
参
加
し
、い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
て
、防
災
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
た
総
合
的
な
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、被
災
し
た
ビ
ル
か
ら
負
傷
者
を

救
出
す
る「
座
屈
ビ
ル
救
出
・
救
助
訓
練
」を
は

じ
め
、「
土
砂
災
害
救
出
・
救
助
訓
練
」や「
倒
壊

家
屋
救
出
・
救
助
訓
練
」、「
大
規
模
火
災
対
応
訓

練
」な
ど
を
実
施
。参
加
者
ら
は
、指
揮
官
の
指

示
に
従
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
対
応

や
処
置
な
ど
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、災
害
時
に
お
け
る
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
救
援
物
資
の
輸
送
、炊
き
出

し
訓
練
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
内
容
の
詳
細
は
下
記
の
と
お
り
。
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京
都
府
総
合

防
災
訓
練

　

九
月
五
日
、南
丹
地
域
で
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
た「
京
都
府
総
合
防
災
訓
練
」。今
回
の
訓
練
で
は
、府
内
の

関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た「
機
関
連
携
訓
練
」と
、町
消

防
団
と
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
連
携
強
化
を
目
指
し
た「
地
域
防

災
力
向
上
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

想定訓練における
「災害の規模と被害の状況」
　9月5日午前9時、殿田―神吉―越畑断層（南丹市）を震源と
するマグニチュード7.2の地震が発生。本町をはじめ、府内10
市町で震度6弱以上を観測し、南丹広域振興局管内の広範囲
にわたって家屋倒壊や多くの死傷者がでている状況。また、
同管内で複数の火災が発生し、本町内では山林火災を確認。
さらに、急傾斜地で土砂の崩落災害が見られる。

【
座
屈
ビ
ル
救
出
・
救
助
訓
練
】

　

同
公
園
の
事
務
所
を
被
災
し
た
ビ
ル
に
見
立

て
て
、海
上
保
安
本
部
と
消
防
署
、警
察
な
ど
が

連
携
し
、負
傷
者
を
救
出
・
救
助
す
る
訓
練
。海

上
保
安
本
部
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
て
負
傷
者

を
救
出
し
た
後
、消
防
署
と
警
察
が
ロ
ー
プ
や
は

し
ご
車
を
使
っ
て
二
・
三
階
に
取
り
残
さ
れ
た
人

た
ち
を
次
々
と
救
出
し
、救
急
隊
員
ら
が
中
心
と

な
っ
て
救
護
活
動
を
実
施
。

負傷者を救出するためにカッターで車両を
切断する自衛隊員

倒壊家屋内への侵入経路を確保するために
屋根を電動ノコギリで切り開く消防署員

山林火災を鎮圧するために一斉放水を行う
消防署員と消防団員

屋上から負傷者を吊り上げて救出する海上保安本部のヘリコプター

ロープを使って二階から負傷者を救出する京都府警職員 救出された負傷者を搬送する消防署員

【
土
砂
災
害
救
出
・
救
助
訓
練
】

　

観
音
峠
に
お
い
て
車
両
が
土
砂
崩
れ
の
被
害

を
受
け
た
と
の
想
定
で
、陸
上
自
衛
隊
と
警
察
、

近
畿
地
方
整
備
局
な
ど
が
連
携
し
て
、閉
じ
こ

め
ら
れ
た
負
傷
者
を
救
出
す
る
訓
練
。自
衛
隊

員
が
土
砂
や
木
の
枝
な
ど
を
取
り
除
き
、油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
や
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
車
両
を
切

断
し
た
後
、関
係
機
関
が
連
携
し
て
負
傷
者
の
救

出
と
救
護
活
動
を
実
施
。

【
倒
壊
家
屋
救
出
・
救
助
訓
練
】

　

被
災
に
よ
り
倒
壊
し
た
家
屋
に
負
傷
者
が
取

り
残
さ
れ
た
と
の
想
定
で
、消
防
署
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
医
師
や
看
護
師
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
）な
ど
が
連
携
し
て
救
出
活
動
を

行
う
訓
練
。消
防
署
員
が
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
を
使
っ

て
家
屋
へ
の
侵
入
経
路
を
確
保
し
た
後
、Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
が
中
心
と
な
っ
て
負
傷
者
の
救
出
や
救
護
を

実
施
。

【
大
規
模
火
災
対
応
訓
練
】

　

市
町
域
を
超
え
た
山
林
火
災
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
、消
防
署
と
府
内
の
消
防
団
な
ど
が
連

携
し
て
消
火
活
動
を
行
う
訓
練
。上
空
で
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
か
ら
の
放
水
を
行
っ
た
後
、各
消
防
署
・

消
防
団
が
消
防
自
動
車
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
一
斉
放
水
を
実
施
。



 

次
々
と
起
こ
る

 

災
害
を
想
定
し
た

「
地
域
発
災
対
応
型
訓
練
」

　

丹
波
地
区
で
は
、直
下
型
地
震
の
発
生
を
受
け

て
須
知
区
で
道
路
や
電
柱
施
設
の
損
壊
、家
屋
の

倒
壊
、火
災
な
ど
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、地

域
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
消
火
活
動
や
負
傷
者

の
救
助
活
動
を
行
い
な
が
ら
、避
難
場
所
で
あ
る

旧
須
知
小
学
校
ま
で
避
難
す
る
実
践
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、須
知
区
民
と
地
元
消
防
団
員
が
協

力
し
、避
難
活
動
の
途
中
に
発
見
し
た
負
傷
者
へ

の
応
急
救
護
処
置
を
は
じ
め
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）を
使
っ
た
救
命
処
置
、倒
壊
家

屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
負
傷
者
の
救
出
・
救
護
活

動
、消
火
器
や
消
火
栓
を
使
っ
た
初
期
消
火
活
動

な
ど
を
実
施
。ま
た
、避
難
場
所
に
集
ま
っ
た
同

区
民
ら
は
、地
元
消
防
団
員
の
指
導
の
も
と
、天

ぷ
ら
火
災
に
よ
る
水
消
火
の
危
険
性
の
実
演
、消

火
剤
を
使
っ
た
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

 

す
べ
て
の
地
区
住
民
を

 

対
象
と
し
た

「
住
民
参
加
型
訓
練
」

　

和
知
地
区
と
瑞
穂
地
区
で
は
、地
区
内
の
す
べ

て
の
住
民
を
対
象
と
し
た「
住
民
避
難
訓
練
」を

は
じ
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
工
夫
を
凝
ら
し
た

訓
練
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

住
民
避
難
訓
練
で
は
、直
下
型
地
震
の
発
生
に

伴
う
避
難
勧
告
を
受
け
た
地
域
住
民
が
、地
元

消
防
団
員
の
誘
導
に
従
い
、防
災
マ
ッ
プ
で
記
し
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山や

ま

田だ

啓け

い

二じ 

京
都
府
知
事

　

今
回
の
訓
練
は
、将
来
に
起
こ
り
得
る
大

規
模
災
害
へ
の
対
策
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、

多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
市
街
地

や
建
物
を
使
っ
た
実
践
的
な
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。府
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」と
思
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
の
教
訓
を
生
か
し
て
、い
ざ

と
い
う
と
き
に
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松ま

つ

原ば

ら

茂し

げ

樹き 

町
長

　

今
回
は
、殿
田
―
神
吉
―
越
畑
断
層
を

震
源
地
と
し
た
想
定
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
が
、本
地
域
に
は「
上
林
川
断
層
」や「
三

峠
断
層
」な
ど
、震
度
七
級
の
大
地
震
を
起

こ
す
と
想
定
さ
れ
る
活
断
層
が
あ
り
、い
つ

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。ま
た
、大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、

被
害
は
甚
大
な
も
の
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、一
層
の
防
災
体

制
の
充
実
を
図
り
、自
然
災
害
に
強
い
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

講
評

地
区
ご
と
に
行
わ
れ
た

「
地
域
防
災
力
向
上
訓
練
」

　

機
関
連
携
訓
練
と
合
わ
せ
て
、丹
波
・
瑞
穂
・
和
知
地
区
で
行
わ
れ
た｢

地
域
防
災
力
向
上
訓
練｣

。

本
町
で
は
、丹
波
地
区
が
須
知
区
一
帯
を
会
場
に「
地
域
発
災
対
応
型
訓
練
」を
、和
知
・
瑞
穂
地
区
が

地
区
内
住
民
を
対
象
と
し
た「
住
民
参
加
型
訓
練
」を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

負傷者を助けるために地域住民が協力して応急処置を実施（丹波地区）

消防団員の指導を受けながら消火器で
初期消火を行う地域住民（丹波地区）

天ぷら油からの火災時に、水をかけることの
危険性を実演する消防団員（丹波地区）

ヘリコプターを使って負傷者をわちグラウンドから自然公園へ搬送する海上自衛隊員（和知地区）

バケツリレーを行う
和知少年野球クラブの
みなさん（和知地区）

消火栓やホースの結合方法を指導する消防団員（瑞穂地区）

た
各
区
指
定
の
一
時
避
難
所
へ
の
避
難
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、和
知
地
区
で
は
、わ
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
と
し
て
、海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
広
域
的
な
負
傷
者
搬
送
訓
練
を

は
じ
め
、バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
や
炊
き
出
し
訓
練
、応
急
救
護
訓
練
、火
災

消
火
訓
練
な
ど
の
実
践
訓
練
を
実
施
。一
方
、

瑞
穂
地
区
で
も
、集
落
ご
と
の
独
自
活
動
と

し
て
、消
火
器
や
消
火
栓
を
使
っ
た
初
期
消

火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

京都府総合
防災訓練



京丹波町職員の給与は、「京丹波町職員の給与に関する条例」など関係諸規定の定めるところにより支給さ
れています。本年度における職員の給与などの状況について、広く町民のみなさんに知っていただくため、その
あらましをお知らせします。なお、ここに公表する職員の給与は、いわゆる「手取り額」ではなく、すべて税金や社
会保険料などを差し引く前の額です。

１　人件費の状況
平成20年度決算（普通会計）における人件費および人件費率は次のとおりです。なお、この人件費には、特別職に支給
された給与および報酬を含みます。
【第1表】人件費の状況（平成20年度：普通会計決算）

注）①普通会計とは、一般会計・町営バス特別会計・土地取得特別会計・育英資金給付事業特別会計の合計を指します。
②実質収支とは、歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越された事業に充当すべき財源を除いた決算額をいいます。

注）①職員数は、「行政職給料表」の適用を受ける職員で、給与条例に
基づく給料表の級区分によるものです。

②標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する標準的な職務
です。

注）平成１９年度から２２年度の昇給は、昇給抑制措置が図られているため、標準より少ない昇給額となります。

注）①職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。
②６月期の支給率は、特別措置として（　）内の暫定的な支給率（国に準じた措置）
としています。また、１２月期については、今後支給率の変動がある見込みです。

注）京丹波町は京都府内のほとんどの市町村が加入している「京都府市町村
職員退職手当組合」の条例に基づいています。

 区分 給料月額・支給率
  町長 １０％減額後 ６７５，０００円 減額前 （７５０，０００円）
   副町長 １０％減額後 ５５８，０００円 減額前 （６２０，０００円） 給料  

教育長 １０％減額後 ５０４，０００円 減額前 （５６０，０００円）
  議長 ３００，０００円
 報酬  副議長 ２３０，０００円
   議員 ２１０，０００円
  

町長・副町長・
 ６月期 １．６０月分（１．45月分）（１０％減額支給）

    
教育長

 １２月期 １．７０月分（１０％減額支給）

期末手当  計 ３．３０月分（１０％減額支給）
   

議長・副議長・
 ６月期 １．６０月分（１．45月分）

    
議員
 １２月期 １．７０月分

     計 ３．３０月分

【第3表】部門別職員数の推移

【第5表】職員の平均給料月額・平均年齢・平均経験年数（各年4月1日現在）

【第7表】職員手当の状況（平成21年4月1日現在）

期末勤勉手当（平成21年度）
 区分 京丹波町 国
 勤続 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
勤続２５年 ３３．５０月分 ４１.３４月分 
勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分 本町と同じ 
最高限度額 ５９．２８月分 ５９．２８月分 

その他の加算 定年前早期退職特別措置
       （２～３０％加算） 

退職手当

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
民　　生
衛　　生
小　　計

一般行政計
教　　育
小　　計
病　　院
水　　道
交　　通
下 水 道
そ の 他
小　　計

３
６０
１５
１７
２
１３
１１０
５７
１６
７３
１８３
３２
３２
５９
１０
２
６
８
85
300

区　　分
平成20年度

３
６０
１４
１６
２
１３
１０８
５３
１６
６９
１７７
３１
３１
５８
９
０
５
８
80
288

職員数（人）
平成21年度

０
０
△１
△１
０
０
△２
△４
０
△４
△６
△１
△１
△１
△１
△２
△１
０
△５
△１２

増減

一般行政
（福祉関係を
除く）

福祉関係

特別行政

公営企業
など

総 合 計
（平成２１年度地方公共団体定員管理調査より抜粋）
＊職員数は、一般職に属する職員と常勤の教育長をあわせたものです。（地方公務員の身
分のある休職者や派遣職員も含みます）
＊公営企業などの交通の区分については、平成２１年度より一般行政の総務の区分に変更
しました。

【第4表】級別職員数の状況
（平成21年4月1日現在・行政職給料表の適用を受ける職員）
一般行政職などの給料月額は、６の級で構成さ
れる行政職給料表を適用することにより支給され
ています。それぞれの級の標準的な職務内容、職
員数および構成比は第４表のとおりです。
（医師、医療技術員、看護師などは、医療職給料表（一）（二）

（三）を適用しています）
【第9表】給与などの削減措置などの状況
現在の厳しい財政状況を考慮し、臨時、
緊急の措置として次のとおり削減措置など
を講じています。

特
別
職

特
別
職・一
般
職

一
般
職

管理職

全職員

議会
議員

町長
副町長
教育長

給料・期末手当
１０％減額

・議員が町の附属機関の委員な
どに就任した場合に受ける報
酬の廃止
・本会議および委員会出席にお
ける費用弁償の廃止

旅費支給基準の見直し
・府内出張の日当廃止
・借上車賃単価の見直し

管理職手当
１０％減額

平成１８～
21年度

平成20年
7月から

平成１９年度
から

平成１9～
21年度

職員区分 措置内容 施行期日

京丹波町職員の

 区分  初任給   採用２年経過日の給料月額
   大学卒 短大卒 高校卒 大学卒 短大卒 高校卒
 京丹波町 １７２，２００円 １５２，８００円 １４０，１００円 １８０，６００円 １６０，２００円 １４５，９００円
 国 １７２，２００円 １５２，８００円 １４０，１００円 １８０，６００円 １６０，２００円 １４５，９００円

給与の状況を公表します

 区　　　分 京丹波町  国
 配偶者    １３，０００円 
 配偶者以外の扶養親族1人につき ６，5００円 
扶養手当

 職員に配偶者がいない場合はそのうち１人について １１，０００円  本町と同じ

 １６歳から２２歳までの子は    ５，０００円加算 
 ※持ち家　購入または新築５年以内 ２，５００円  本町と同じ
住居手当 上記以外    なし  なし
 ※借家 家賃額に応じて２７，０００円が支給限度   本町と同じ

通勤手当 ※交通機関利用者 運賃など相当額（支給限度額５０，０００円が支給限度）   本町と同じ
 ※交通用具利用者 片道２ｋｍで５ｋｍごとに定める額（６０ｋｍ以上２４，５００円が支給限度）  本町と同じ

 
区分

  一般行政職   技能労務職
   平均給料月額 平均年齢 平均経験年数 平均給料月額 平均年齢 平均経験年数
 平成21年度 298，30０円 ４1歳11月 ２１年1０月 ２５0，5００円 ５1歳１1月 ２５年 5月
 平成20年度 ３０２，９００円 ４２歳 ２月 ２１年 ０月 ２５３，８００円 ５３歳 １月 ２５年１１月

【第8表】特別職の報酬などの状況（平成21年度）

注）①町長・副町長の１０％減額措置については、任期満了までの間における措置です。
②期末手当の区分中、６月期の支給率は、特別措置として（　）内の暫定的な支給率（国に準じ
た措置）としています。また、１２月期については、今後支給率の変動がある見込みです。

注）①町長・副町長については、任期満了までの間における措置
です。
②そのほか、時間外勤務手当の抑制のため「ノー残業デー」
の導入や、休日出勤・代休制度の見直しを図っています。

 区分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
      （Ｂ/Ａ）％

平成20年度 (平成21年３月３１日現在) １００億３５２万４千円 ６，３２８万３千円 １７億８，７６３万３千円 １７．８７％  １6,966人 

２　職員給与費の状況
平成21年度当初予算（普通会計）に計上された一般職員の給与費および一人当たりの給与費は第２表のとおりです。

【第2表】職員給与の状況（平成21年度：普通会計当初予算・一般職員給のみ）

 区分 職員数（Ａ） 給料 職員手当（期末・勤勉手当を含む） 合計（Ｂ） 一人当たりの給与費（Ｂ/Ａ）

 平成21年度 ２15人 7億2,871万6千円 3億9,539万9千円 １1億2，411万5千円 ５22万8千円

 区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
 １級 主事補・技師補・主事・技師 20人 8.47％
 ２級 主事・技師  17人 7.20％
 ３級 主査・係長・主任 １41人 59.75％
 ４級 課長補佐・主幹 35人 14.83％
 ５級 課長・会計管理者 21人 8.90％
 ６級 参事・総括課長 2人 0.85％
  　　合　　計 ２36人 １００％

【第6表】職員の初任給の状況（一般行政職：平成21年４月１日現在）
一般行政職の初任給および採用２年経過日の給料月額は、第６表のとおりです。

京丹波町の支給率 区分 

本町と同じ

計 勤勉手当期末手当 勤勉手当期末手当 計

６月期

 １２月期

計

一般職
管理職
一般職
管理職 
一般職
管理職  

１．４０月（1.25月）
１．２０月（1.10月）
１．６０月
１．４０月
３．００月
２．６０月

０．７５月（0.70月）
０．９５月（0.85月）
０．7５月
０．９５月
１．50月
1.90月

２．１５月
（1.95月）

２．３５月

４．50月

国の支給率
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年
、健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
食
品
が

広
く
出
回
り
、国
内
の
利
用
経
験
者
は
八
割
を
超
え
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。特
に
高
齢
者
で
は
、薬
と
と
も
に
健
康
食

品
の
摂
取
率
が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
医

薬
品
と
の
間
に
相
互
作
用
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
は
、ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
販
の
薬
や
食
べ
物
も
、医
療

機
関
が
処
方
す
る
薬
と
の
間
に
相
互
作
用
を
引
き
起
こ
す
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

相
互
作
用
に
よ
っ
て
は
、薬
の
効
果
を
弱
め
た
り
強
く
し
て
し

ま
っ
た
り
し
て
、よ
く
な
い
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
意
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
代
表
的
な
も
の
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

●
カ
ル
シ
ウ
ム
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
健
康
食
品
と
一
部

の
抗
生
物
質
を
併
用
す
る
と
、抗
生
物
質
の
吸
収
が
悪
く
な

り
ま
す
。

●
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と
高
血
圧
治
療
薬（
カ
ル
シ
ウ

ム
拮
抗
薬
）を
同
時
に
服
用
す
る
と
、血
液
中
の
薬
の
濃
度
が

上
昇
し
ま
す
。ほ
か
に
も
、一
部
の
高
脂
血
症
治
療
薬
や
抗
血

栓
薬
、抗
精
神
病
治
療
薬
に
お
い
て
同
様
の
症
状
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
ぜ
ん
そ
く
の
薬（
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
）と
カ
フ
ェ
イ
ン
の
入
っ
た
も
の

（
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
）を
同
時
に
飲
む
と
、副
作
用
が
出

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
栄
養
ド
リ
ン
ク
な
ど
も
カ
フ
ェ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
健
康
食
品
の
一
種
で
あ
る
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ワ
ー
ト（
セ
イ
ヨ

ウ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
）は
、薬
を
代
謝
す
る
酵
素
を
増
や
す
た
め
に

多
く
の
薬（
血
栓
予
防
薬
、強
心
薬
、経
口
避
妊
薬
、抗
て
ん
か
ん

薬
、抗
不
整
脈
薬
な
ど
）の
効
果
を
弱
め
る
の
で
、症
状
が
悪
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
市
販
の
胃
腸
薬
に
は
、制
酸
剤
と
し
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
を
含
む
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
抗
生
物

質
、抗
菌
剤
、抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
や
強
心
剤
な
ど
の
吸
収
を
抑
制

し
効
果
を
弱
め
ま
す
。

　
「
も
っ
と
早
く
よ
く
な
る
よ
う
に
」と
考
え
て
健
康
食
品
を
食
べ

て
い
る
方
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、健
康
食
品
は
あ
く
ま
で
も

食
品
で
す
。健
康
の
維
持
に
対
し
て
一
定
の
働
き
は
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、医
薬
品
の
よ
う
に
病
気
や
体
の
不
調
を
治
療
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。薬
な
ど
と
の
関
係
も
あ
る
の
で
、利
用
さ
れ
る
場

合
は
主
治
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

いきいき健康術 第26回

近

薬剤師 村
むらかみ

上 康
やす

司
し

さん（和知診療所）

町長と町議会議員の任期が平成21年11月19日で満了となるため、次のとおり「京丹波町長および京丹波町
議会議員一般選挙」を行います。
今後の町政にみなさんの意思を反映させる大事な選挙です。大切な一票を必ず投票しましょう。

京丹波町長・
京丹波町議会議員
一般選挙の投票日です

告 示 日 11月10日（火）

投・開票日 11月15日（日）
 ＊投票時間：午前7時から午後8時まで

選挙区と委員定数　
町長・町議会議員選挙は、いずれも京丹波町全体を区域として実施します。
今回の選挙から町議会議員の定数は16人となります。

投　票　所
25箇所（入場券に記載されている投票所で投票してください）

投票できる方
　平成元年11月16日以前に生まれた方で、平成21年8月9日以前に京丹波町の住民基本台帳に登録され、引き続き居住
されている方。 

期日前投票
　投票日に仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などの理由で投票
できない人は、選挙期日前であっても投票を行うことができます。
（期日前投票所では宣誓書の記入が必要です）

不在者投票
京都府選挙管理委員会が指定する病院や老人ホームなどに入院または入所している方で、選挙当日に投票所へ行けな
い方は、前日までにその施設で投票することができます。早めに施設の管理者へ申し出てください。また、町外の滞在先で
の不在者投票などについては、町選挙管理委員会までお問い合わせください。

立候補を予定されている方へ

 立候補届出事前審査 立候補届出日（告示日）
　日時：10月29日（木）　午前9時から午後5時まで 　日時：11月10日（火）　午前8時30分から午後5時まで
　場所：京丹波町役場2階議場 　場所：京丹波町役場2階議場

問い合わせ先　京丹波町選挙管理委員会　☎82－3800

平成21年
11月15日(日)

は

期間：11月11日（水）から11月14日（土）まで
時間：午前8時30分から午後8時まで
場所：京丹波町役場、瑞穂支所、和知支所

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
和
知
診
療
所
の
薬
剤
師　

村
上
康
司
さ
ん
。薬
と
食
品
な
ど
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。



1819 京丹波 ■ No.48

わたしたちの町
人　口

17,015（－15）
男

8,059（±0）
女

8,956（－15）
世帯数

6,501（－5）
10月1日現在／（　）は前月比

職
員
の
配
置

■
新
規
採
用（
十
月
一
日
付
）

　

竹
内
美
弥（
京
丹
波
町
病
院
看
護
師
）

　

安
藝
俊
郎（
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設

　
　
介
護
支
援
専
門
員
兼
和
知
診
療
所
勤
務
）

（
敬
称
略
）

設
機
械
や
工
法
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
を

桧
山
小
四
年
生
が
京
都
縦
貫
道
の

工
事
現
場
を
見
学

　

桧
山
小
学
校
の
四
年
生
十
人
が
九
月

八
日
、大
朴
地
内
で
行
わ
れ
て
い
る
京
都

縦
貫
自
動
車
道
・
丹
波
綾
部
道
路
の
桧
山

高
架
橋
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、工
事
の
施
工
業
者
の
提
案
を

受
け
て
、社
会
や
図
工
を
取
り
入
れ
た
総

合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
見
学
会
を

実
施
。児
童
ら
は
、施
工
業
者
か
ら
工
事

概
要
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、ク
レ
ー

ン
車
に
よ
る
重
量
物
吊
り
上
げ
の
実
演

を
見
学
し
、高
さ
約
三
十
メ
ー
ト
ル
に
伸

び
た
ア
ー
ム
の
ク
レ
ー
ン
車
を
見
な
が

ら
ス
ケ
ッ
チ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。他
に

も
、測
量
機
械
を
使
っ
た
距
離
当
て
ク
イ

ズ
や
実
際
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込

む
作
業
現
場
な
ど
を
見
学
し
、建
設
工

年
連
続
で

国
際
大
会
に
出
場

奥
戸
知
香
さ
ん
が
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

国
際
大
会
へ
の
日
本
代
表
選
出
を
報
告

　

二
〇
〇
九
年
世
界
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会（
ブ
ラ

ジ
ル
で
開
催
）の
日
本
代
表
選
手
に
選
ば

れ
た
農
芸
高
校
三
年
の
奥お
く

戸ど

知ち

香か

さ
ん

が
九
月
一
日
、役
場
町
長
室
を
訪
れ
、松

原
町
長
と
寺
井
教
育
長
に
出
場
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

奥
戸
さ
ん
は
、同
校
に
入
学
し
て
か
ら

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
、昨
年

は
全
日
本
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
大
会
・
優
勝
、二
〇
〇
八
年
世
界
サ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
・
五
位
の
成
績
を
収
め
、そ
の
功
績

か
ら
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
特
別
栄
誉

賞
を
受
賞
。今
年
も
、三
月
に
行
わ
れ
た

世
界
大
会
出
場
を
か
け
た
大
会
で
好
成

績
を
収
め
、二
年
連
続
で
世
界
サ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

神
池
の
生
き
物
を

救
う
た
め
に

生
き
も
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

　

下
山
区
知
野
辺
地
内
に
あ
る
農
業

用
た
め
池「
天
神
池
」で
九
月
二
十
日
、

改
修
工
事
で
水
を
抜
く
前
に
た
め
池
か

ら
コ
イ
や
フ
ナ
な
ど
の
生
き
物
を
救
出

し
、近
く
の
た
め
池
に
移
す「
生
き
も
の

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
」が
行
わ
れ
、町
内
外
か

ら
約
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、た
め
池
に
生
息

す
る
生
き
物
の
生
態
を
学
ぶ
と
と
も

に
、農
業
用
た
め
池
の
機
能
や
役
割
を

知
っ
て
も
ら
い
農
業
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
。参
加

者
は
、た
め
池
の
役
割
や
工
事
概
要
の

説
明
を
受
け
た
後
、た
め
池
に
入
っ
て
コ

イ
や
ナ
マ
ズ
、オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
を

次
々
と
捕
獲
し
、近
く
に
あ
る
別
の
た

め
池
に
移
し
ま
し
た
。

き
ら
り
セ
ミ
ナ
ー
☆
Ⅱ

　

町
と
京
丹
波
き
ら
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
が
主
催
す
る「
き
ら
り
セ
ミ
ナ
ー

☆
Ⅱ
」（
京
丹
波
町
男
女
共
同
参
画
講

座
）が
九
月
八
日
、「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
あ
け
ぼ

の
大
学
」地
域
講
座
と
し
て
町
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、五
十
二
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ

ト
・
こ
う
べ
代
表
の
正ま

さ

井い

礼れ
い

子こ

さ
ん
が
、

「
防
災
・
復
興
を
男
女
共
同
参
画
の
視

点
で
考
え
る
！
〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
経
験
か
ら
〜
」と
題
し
て
講
演
。正
井

さ
ん
は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
に
女

性
が
受
け
た
性
被
害
な
ど
の
実
情
を
踏

ま
え
て
、「
災
害
時
に
は
、男
性
か
ら
の

暴
力
や
性
被
害
な
ど
が
普
段
よ
り
多

く
発
生
し
ま
す
。い
ざ
と
い
う
と
き
に

助
け
合
え
る
よ
う
に
、日
ご
ろ
か
ら
隣

近
所
で
声
を
か
け
あ
っ
た
り
、見
守
り

ヌ
ー
の
魅
力
を

味
わ
っ
て

カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
二
〇
〇
九
京
丹
波
町
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
八
月
二
十
九
日
、由
良
川

の
和
知
Ｂ
＆
Ｇ
カ
ヌ
ー
艇
庫（
坂
原
）周

辺
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
約
七
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、カ
ヌ
ー
を
使
っ

た
立
ち
漕
ぎ
パ
ン
食
い
競
争
や
ビ
ン
ゴ

大
会
を
は
じ
め
、牛
乳
パ
ッ
ク
で
組
み
立

北
部
ナ
イ
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
会

　

第
四
回
北
部
ナ
イ
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
会

（
京
丹
波
北
部
振
興
会
主
催
）が
八
月

二
十
九
日
、下
粟
野
の
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
広
場
で
行
わ
れ
、地
元
住
民
ら
約

百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、地
域
で
利
用
し
て

い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
自
ら
整
備
す
る
た

建 二

天 災

カ 北

事
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
室む

ろ

虎と
ら

ノの

輔す
け

さ
ん
は
、

「
見
学
会
で
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、ク

レ
ー
ン
車
が
大
き
な
鉄
の
塊
を
持
ち
上
げ

た
光
景
で
す
。今
日
は
工
事
の
こ
と
を
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

の
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。奥

戸
さ
ん
に
大
会
へ
の
思
い
を
聞
く
と
、「
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
大
会
に
出
場

で
き
る
の
で
、少
し
で
も
順
位
を
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」と
力
強
く

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

天
神
池
の
改
修
は
、老
朽
化
に
伴
う
提

の
補
強
工
事
で
、今
年
十
月
に
着
工
し
平

成
二
十
三
年
三
月
完
成
予
定
。知
野
辺
区

長
の
山や

ま

口ぐ
ち

正ま
さ

城き

さ
ん
は
、「
老
朽
化
し
て

危
険
度
が
高
い
た
め
池
を
改
修
す
る
こ
と

で
、今
後
ま
す
ま
す
農
業
へ
の
活
用
を
図

り
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
移
し
た
生
き
物
は
、工
事

完
了
後
に
再
び
天
神
池
に
戻
す
よ
う
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
な
ど
で
地
域
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

い
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
」と
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
っ
た
後
、「
性
被
害
な
ど
を
相
談

す
る
の
は
勇
気
が
い
る
こ
と
な
の
で
、相

談
を
受
け
た
と
き
は
、『
よ
く
話
し
て
く
れ

た
ね
』と
心
の
傷
を
癒
す
言
葉
を
か
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、恋
愛
関
係
に
あ
る
者
の
間
で

発
生
す
る
暴
力「
デ
ー
ト
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座

を
、十
二
月
十
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

て
た
カ
ヌ
ー
艇
を
使
っ
た
リ
レ
ー
、ド
ラ

ゴ
ン
カ
ヌ
ー
で
の
遊
覧
体
験
な
ど
、初
心

者
か
ら
経
験
者
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
る

企
画
を
実
施
。参
加
者
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
に
参
加
し
て
、カ
ヌ
ー
の
魅
力
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

カ
ヌ
ー
は
、旧
和
知
町
が
昭
和
六
十
三

年
の
京
都
国
体
を
契
機
に
取
り
組
み
を

開
始
。合
併
後
は
、旧
丹
波
・
瑞
穂
町
が
取

り
組
ん
で
き
た
ホ
ッ
ケ
ー
と
と
も
に
、町

を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

め
の
草
引
き
を
中
心
に
、会
食
や
軽
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
行
い
、北
部
振
興
会
の
地

域
住
民
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
実
施
。開
会
式
で
同
会
会
長
の
江え

本も
と

正ま
さ

昭あ
き

さ
ん（
下
粟
野
）は
、「
北
部
地
域
の

住
民
が
親
交
を
深
め
る
た
め
に
実
施
し
ま

し
た
。草
引
き
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
で
楽
し
み
な
が
ら
、多
く
の
人
と
交
流

を
深
め
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

30メートルまでアームを伸ばしたクレーン車を見ながらス
ケッチする児童（大朴地内） 松原町長と握手を交わす奥戸さん（役場町長室・蒲生）

し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
に
横
一
線

で
並
ん
で
草
引
き
を
し
て
汗
を
流
し
た

後
、地
元
の
活
性
化
グ
ル
ー
プ「
い
ろ
里

組
」や
地
域
の
女
性
が
用
意
し
た
焼
き

そ
ば
、ち
ら
し
寿
司
に
舌
鼓
。き
れ
い
に

な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

阪神・淡路大震災の経験を踏まえて講演する正井
さん（町中央公民館・蒲生）

害
時
に
備
え
て
地
域
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

部
振
興
会
の
地
域
住
民
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
汗

グラウンドの草引きをする参加者
（北部コミュニティー広場・下粟野）

網を使って魚を捕まえる参加者
（天神池・下山区知野辺地内）

カヌー艇を巧みに操作してパンをとる参加者
（B&Gカヌー艇庫周辺・坂原）
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　町内各地区でさまざまな取り組みが展開された
「京都府総合防災訓練」。近年では、地震や台風な
どに加えゲリラ豪雨による被害が各地で発生し、い
つ、どこで、どのような災害が起こるか予測ができな

い状況です。今回の訓練を教訓として、日ごろから地域内の連携を
強化し、隣近所で助け合える関係を築くことで、いざというときに
備えることが大切ではないでしょうか。▶生まれて初めて息子宛に
届いた一通の手紙。封を開けると、ボランティア天花さんから温か
みのある手書きのメッセージが記された「お誕生カード」が入って
おり、とても感動しました。息子が成長するまで大切に保管し、受け
取ったときの思いを伝えながら手渡したいと思います。（Ｋ）

編集
後記

　
「
小
学
三
年
生
の
と
き
に
、近
所
の
友
人
に
誘

わ
れ
て
和
知
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た

の
が
カ
ヌ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
」と
話
す

の
は
、第
一
回
ア
ジ
ア
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
大
学
選

手
権
大
会（
七
月
十
六
―
二
十
日
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
催
）に
お
い
て
、カ
ヤ
ッ
ク
男
子
Ｋ
４（
四

人
乗
り
）の
五
百
メ
ー
ト
ル
と
二
百
メ
ー
ト
ル
の

二
種
目
で
優
勝
し
た
片
山
健
大
さ
ん（
角
）。

　

片
山
さ
ん
は
、小
学
六
年
生
の
と
き
に
全
国
少

年
少
女
カ
ヌ
ー
大
会・五
位
、中
学
三
年
生
で
全

国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会・四
位
の
成
績
を
収
め
、

現
在
は
日
本
体
育
大
学
で
活
躍
。「
カ
ヌ
ー
は
個

人
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、が
ん
ば
っ
て
練
習
や
努
力

を
す
れ
ば
結
果
が
で
ま
す
。そ
し
て
、自
分
自
身

が
結
果
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、団
体
種
目
で
チ

ー
ム
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
片
山
さ

ん
。大
学
生
と
し
て
最
後
の
試
合
と
な
る
平
成

二
十一年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

（
九
月
十
―
十
三
日
、石
川
県
で
開
催
）で
は
、カ

ヤ
ッ
ク
男
子
Ｋ
４
の
五
百
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
、

三
位
の
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
と
き
は
、カ
ヌ
ー
艇

を
う
ま
く
操
れ
ず
に
揺
れ
て
ば
か
り
で
楽
し
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、由
良
川
か
ら
見
る
鉄

橋
の
下
の
風
景
な
ど
、普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
景
色
を
見
る
の
が
う
れ
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
」と
、当
時
を
振
り
返
る
片
山
さ
ん
。ま
た
、

「
町
外
に
出
て
気
付
い
た
の
が
、京
丹
波
町
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
。多
く
の
人
に
由
良
川
で
カ
ヌ

ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、自
然
の
良
さ
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
く
と
、「
カ
ヌ
ー
の

大
会
な
ど
に
出
場
す
る
こ
と
で
全
国
に
友

人
が
で
き
ま
し
た
。小
学
生
の
と
き
か
ら
続

く
交
流
も
あ
り
ま
す
し
、本
当
に
カ
ヌ
ー
に

出
合
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
は

カ
ヌ
ー
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く

と
と
も
に
、競
技
生
活
の
中
で
学
ん
だ
技
術

な
ど
を
後
輩
た
ち
に
指
導
し
、立
派
な
選
手

を
育
て
て
い
き
た
い
」と
力
強
く
話
す
片
山

さ
ん
。選
手
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、後
継

者
を
育
て
る
指
導
者
と
し
て
、片
山
さ
ん
の

カ
ヌ
ー
人
生
は
新
た
な
幕
を
開
け
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

第
一
回
ア
ジ
ア
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
大
学
選
手
権
大
会　

カ
ヤ
ッ
ク
男
子
Ｋ
４
（
五
百
・
二
百
メ
ー
ト
ル
）　

優
勝

片
山 

か
た
や
ま 

た
け
ひ
ろ 

健
大
さ
ん（
21
歳
）　

角

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
23

 
ま
ち
の 

元
気
人

由
良
川
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら

京
丹
波
町
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い




